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かる．(図 1) プロセスでは②見える化の段階で多く IoT が

活用されており，③管理(監視)段階以降，特に④予測(分析)

や⑤制御(実行)の段階に進んでいる割合は少ない．(図 2)  
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図 1 IoT の導入状況(技術) 

(出所) 1)より筆者作成 
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図 2 IoT の導入状況(プロセス) 

(出所) 図 1 と同じ 

４.まとめ

今後エネルギー消費への影響を定量的に検討する視点と

して，製造所内のみならず，サプライチェーンを含めた総

合的な視点や，素材系産業や中小企業への導入可能性と省

エネポテンシャル，さらに IoT 導入による構造変化に着目

した部門横断的な影響を加味した政策の検討が重要になる． 
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１．はじめに 

 IoT の特徴について整理した上で，日本の製造業における

IoT 活用状況を検証するとともに，エネルギー消費に与える

要素や構造に着目した定性的な影響について考察する． 

２．IoT の特徴 

IoT のコア技術となるのは，①モノ，②クラウドサーバー， 

③オープン回線の 3点からなると考えられる．IoT の活用プ

ロセスは，情報を①取得（集約）のうえ，目的に応じて，

状態の②見える化，③管理（監視），④予測（分析），⑤制

御（実行）することを基本の流れとして整理できる．  

エネルギー消費に影響を与える要素として，技術では，

モノの増加によってセンサーの数も増大し，エネルギー消

費量（主に電力）が増加すると考えられる．一方，自社サ 

ーバーを外部のクラウドサーバーにアウトソーシングした

場合，外部サーバーでの単位情報量に対する電力消費量が

少なくて済み，ネットワーク全体としてのエネルギー消費

量を削減できる可能性もある. 

 プロセス面では，①収集の段階では，センサーを取り付

けるモノの量が増大することによる増エネが主である．② 

見える化や③管理の段階に入ると，設備の稼働状況などを

見える化するための稼働モニター数の増加に伴い増エネ要

因となり得る．一方,工場内のエネルギー消費量を見える化

すれば，機器の効率的利用によるコスト低減など，自律的

な省エネ行動が誘因されることが期待される．④予測や⑤ 

制御の段階では，生産工程管理がプログラム化され自動的

に生産プロセスの最適化が行われるため，それを制御する

ためのコンピューターによる増エネの可能性が考えられる.

その一方で，生産プロセスの最適化に伴う省エネ効果や，

更に省エネ実現の優先度を高めたプログラム制御にするこ

とで，より大きな省エネ効果も期待できる． 

３．現状分析 

ロボット革命イニシアティヴ協議会の IoT ユースケース

マップ(210 件)を基にサンプリングを行った．1)技術ではモ

ノの導入が進んでおり，クラウドサーバーの導入も進展し

つつあるが，オープン回線の導入は進んでいない状況が分
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